
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

１ 会 議 名  揖斐高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和５年６月１５日（木）１３:３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  揖斐高等学校 校長室 

        開催にあたり、委員による授業参観（３年生進路ガイダンス）を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長  長沼健治郎  揖斐高校同窓会会長 

        副 会 長    東  三紀    揖斐高校ＰＴＡ会長 

委  員    服部 均   揖斐川町商工会会長  

野村 茂雄  ＪＡいび川 代表理事 専務 

鈴木留理子   揖斐厚生病院看護師 （欠席） 

髙橋 真紀    揖斐川町住民福祉部健康福祉課課長補佐（欠席） 

                 高木 智明   元揖斐郡小中校長会長 

保井 円     大和神社 宮司 （欠席） 

新川利都子   揖斐高校ＰＴＡ副会長 

                                                                 

              学 校 側    西脇 勝己  校長 

               豊吉 利之    教頭 

河田 禎彦  事務長 

                       増田 恵子    教務主任 

              宮田 沙織  生徒指導主事 

                  安野 幸成  進路指導主事 

                  

５ 会議の概要（協議事項） 

  学校経営計画を踏まえた学校運営と教育活動について 

  ・教育指導の重点及び学校経営計画、校務分掌の方針と重点、教育課程等について説明する。 

   意見１：本日の進路ガイダンスは、多くの企業、大学、専門学校が集まり対面で実施してい

たが、生徒のガイダンスに臨む姿勢がよかった。 

意見２：一般論として小・中学校までの指導と高校の指導が一致していないことにより生徒

が不安を抱くこともあるが、本日、本校の生徒の姿を見て、中学の指導との連続性

を感じた。 

意見３：本校の教職員は、生徒に対してきめの細かい手厚い指導をしており、小規模校なら

ではの利点もある。 

意見４：連携型中高一貫教育校として、地元の中学校と連携してきめの細かい指導や、様々

な体験の機会があるなどすばらしい教育活動を行っている。他地域の中学校からも

本校を志望してもらえるよう情報発信をしてほしい。 

意見５：少子化で生徒数が減少し、今後学校の数が少なくなることが予想され、また、社会

構造の変化により学校の果たす役割も変わってくる。生徒が将来へのビジョンをも



ち社会で活躍できるよう指導してほしい。 

   意見６：生徒の心の問題に対する早期発見や心のケアについて、本校はどのような体制か。 

       ⇒心のアンケートやいじめアンケートを定期的に実施したり、長期休業明けなどに

生徒が担任と面談する機会を設けて早期発見に努めている。また、スクール相談

員や特別支援教育支援員にも生徒の見守り・支援をしてもらっており、迅速に情

報共有や生徒対応をするようにしている。必要に応じてスクールカウンセラーに

つないでいる。 

   意見７：ジェンダーフリーへの対応、特にスラックスを着用している女子生徒はいるか。 

       ⇒５年前からジェンダーレス制服を導入している。女子生徒のスラックス着用は年

々増加している。 

   意見８：自転車のヘルメット着用が努力義務化されたが、本校はどのような状況か。 

       ⇒ヘルメットを着用している生徒数は少しずつ増加している。ヘルメットを着用す

ることで救われる命があることを、あらゆる機会で生徒や保護者に説明してい

る。 

 

６ 会議のまとめ 

（１） 会長・副会長に次の２名が選出され、全委員より承認が得られた。 

    会長：長沼 健治郎    副会長：東 三紀 

（２） 第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の教育指導の重点及び学校経営計画

について承認が得られた。 

（３） 様々な視点から得られた意見を参考に、時代の変化に対応できる力や地域で活躍できる人

材の育成をこれまで以上に推進し、学校経営に反映させていくことを確認した。 


